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広 島 県
労働協会
主　　催「メンタルヘルスセミナー「メンタルヘルスセミナー」」開催開催

　2024年12月21日㈯、ワークピア広島でWebも
併用して、176名が参加し、「メンタルヘルスセ
ミナー」を開催しました。
　冒頭、主催者を代表して挨拶した久光県労福
協会長は、広島県労働協会の活動や今回のセミ
ナーのテーマ選択に至った経緯などを紹介しま
した。
　講師には関西大学社会学部の池内 裕美 教授
をお招きし、「カスタマーハラスメントの現状と
課題～より良い消費社会の実現に向けて～」と
題した講演をしていただきました。

　講演では、まず、最近の「カ
スハラ」に関する行政の動向な
どが紹介され、クレームとカス
ハラの線引き、カスハラ増加の
背景などが語られました。
　続けて、池内教授は「企業や組織は、カスハ
ラとどう向き合うべきなのか」ということにつ
いて、様々な実例を紹介し、丁寧に説明されま
した。
　最後に、「自らが加害者にならないためには」
の項では、連合の提言も引用しながら、「謝罪や
失敗を受けいれる姿勢、思いやりの心で接する
ことが大事であり、そうしたことで、サービス
を受ける側とサービスを提供する側がともに尊
重される社会を目指すことができる」と強調さ
れました。
　カスハラは、近年大きな注目を浴びている話
題でもあることから、聴講者のみなさんも最後
まで熱心に耳を傾けていました。

「2024年度事務局長会議」を開催！
　2024年12月10日㈫、ワークピア広島において

「事務局長会議」を開催しました。
　会議では、新たな社会貢献活動としてのフー
ドドライブの実施についての意見交換が行われ、

「物価高騰の影響もあり食品が集まらないのでは
ないか」など心配する声が上がった一方、「初め
ての試みとなるので、集まらなくてもやむを得
ない、むしろ啓発が重要」との意見も多く聞か
れ、真摯な議論を経て、参加者のみなさんの理
解を得ることができました。
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　冒頭、主催者を代表して
大野連合広島会長、久光県
労福協会長が挨拶、続いて、
湯﨑広島県知事をはじめ、
松井広島市長他 2 名の方々
に来賓の挨拶を受けました。
　また、昨年11月に広島県勤労者福祉功労知事
表彰を受けられた山縣 芳彦さん（NTT 労働組
合）、足立 壮平さん（マツダ労働組合）のお二
人をご紹介し、連合広島、県労福協より記念品
を贈呈して出席者全員で祝福しました。

　続けて、鏡開きが行われ、こくみん共済 coop
広島推進本部 寺戸本部長（県労福協副会長）の
乾杯の発声により歓談に入りました。
　最後に、広島県労働会館 中山理事長（県労福
協副会長）が力強く中締めの挨拶を行い、閉会
しました。

　2025年 1 月 7 日㈫、リーガロイヤルホテル広島において、連合広島と共催で、「2025年新春旗開
き・賀詞交歓会」を開催しました。
　当日は、湯﨑広島県知事、松井広島市長、広島県経営者協会、広島労働局、国会議員、県・市・町議
会議員、福祉事業団体等の来賓と、連合広島・広島県労福協関係者を合わせ総勢303名が出席しました。

連合広島
広島県労福協「2025年新春旗開き・賀詞交歓会」開催！！

　冒頭、梅田商工労働局長より県労福協 久光会
長に回答書が手渡され、続いて櫻河内雇用労働
政策課長より、商工労働局関係の項目について
回答の骨子説明を受けました。
　「広島県勤労者福祉対策費補助金」については、

労福協の活動をご理解いただき、補助金の継続
に努めたいとの回答を得ることができました。
　意見交換では、労福協が進めている「高等教
育費の負担軽減、奨学金制度改善の取組み」に
ついての進捗状況を報告しました。
　あわせて、県が実施している奨学金返済支援
制度は、若者の流出防止対策、中小企業の人材
確保につながるので、ぜひ積極的に推進してい
ただきたい、と要望しました。
　また、「メンタルヘルスセミナー」について
は、県労福協と広島県労働協会で、次回のテー
マの選定などについて、充分に協議を行ってい
くことを確認しました。

2025年度『勤労者福祉の拡充・強化に関する要請書』の回答を受ける

　県労福協が、2024年10月30日㈬県知事宛に要請した「2025年度勤労者福祉の拡充・強化に関する要
請」の回答書を、2025年 1月27日㈪、ワークピア広島にて広島県より受領しました。
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【府中地区労福協】「なんでもボランティア活動：作業所等で働く人たちの作品展」
　2024年11月30日㈯～12月7日㈯に「第24回作業所で働く人たちの作品展」
を開催しました。
　7つの作業所から絵・手芸・工作などの出展がありました。
　また、初日は地区労福協会員が持ち寄った子供服の無料譲渡会も開催し、
会員のボランティア意識の高揚を図ることができました。

「生活向上サポート事業：「資産形成セミナー」
　2025年2月4日㈫に「資産形成セミナー」を開催しました。
　中国労働金庫資産形成室の高木補佐に「～今どき！資産形成のコツ～」
をテーマに講演をしていただきました。
　投資に対する考え方や資産形成のコツを学び、なぜ資産形成が必要なの
かを改めて考える機会となりました。

【広島西地区労福協】「健康づくりとスポーツフェア（サイクリング）」
　2024年11月24日㈰、「健康づくりとスポーツフェア（サイクリング）」を中央森
林公園で開催しました。組合員とご家族のみなさん56名にご参加いただきました。
　サイクリングは「ファミリーコース A」、「ファミリーコース B」、「ファ
ミリーコース C」、「健脚コース」よりそれぞれのご家族に合ったコースを
選び、周囲の美しい紅葉も見ながら爽快にサイクリングを楽しみました。
完走されたお子様には完走賞として「お菓子＆きょうちゃんシール」をプ
レゼントし、子どもたちも大喜びしていました。また、サイクリング後はレンガ作りのコンロを囲
みながら BBQ を楽しむなど、サイクリング＆ BBQ の楽しい時間を共有しました。

「生活向上サポート事業：フードロスに関する学習会」
　2024年12月11日㈬ワークピア広島で、「フードロスに関する学習会」を開催しました。
　谷口会長の挨拶に始まり、㈱フレスタホールディングス執行役員　管理本部　本部長　渡辺　裕
治　様よりご講演いただきました。
　講演では、「日本の食品ロスの現状」、「フレスタでの取組事例」、「具体的な食品ロスの取組」、「各
行政との連携活動（広島県＿「減らそう食品ロス広島アクション」）」、「こども食堂支援」、「フレス
タが行っているフードドライブの実施」等について、項目毎の説明や活動紹介を交えて講演いただ
き大変参考になりました。
　質疑応答では、地元広島で行われているフードバンク・こども食堂支援（地域活動・食品ロス）
について周囲の寄付等により十分食材が確保されている状態なのか知りたいとの質問がありました。
　講師からは、フレスタや他の企業も寄付はおこなっているものの、例えばお米を入れているビニー

ルが少し破れたため販売できない商品などは寄付するものの、販売
できる商品を寄付することはない。したがって、様々な商品が「い
つ」、「どこで」、「どのくらい」寄付できるか等が不確定であること
から、現状で言えば十分という訳ではない。そのため企業・個人と
も多くの方面からの支援が必要である旨の説明がありました。
　今回の学習会は、一人一人が食品ロス（フードロス・フードド
ライブ・フードバンキング）を意識することが非常に大切である
ことを学ぶ良い機会となりました。
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【備北地区労福協】「生活向上サポート事業：防犯教室」
　2024年12月4日㈬三次市福祉保健センターにて「防犯教室」を開催し、
41名の方にご参加いただきました。
　近年、オレオレ詐欺や振り込め詐欺、架空請求詐欺など巧妙さを増
す特殊詐欺の手口が問題となっていることを踏まえ、「特殊詐欺」につ
いて学び、防犯対策に役立てていただこうと企画したものです。三次
警察署生活安全課より講師をお迎えして「地域の絆を大切に詐欺をブ

ロック」と題し、実際の事例を交えながら説明していただくとともに、詐欺の実態、被害を防ぐた
めの具体的な方法や注意点を動画で紹介していただきました。
　ご参加いただいた方からは、「実例を紹介してもらい、参考になった」等のご感想をいただき、特
殊詐欺に注意しようという気持ちを強く持っていただけたようです。

【呉地区労福協】「なんでもボランティア活動：第39回くれ福祉まつり」
　地域ボランティア活動の一環として2024年10月27日㈰に呉市社会福
祉協議会主催で開催された「第39回くれ福祉まつり」にバザー用物品
の提供を行いました。バザー用物品については、呉地区労福協の会員
に呼びかけ、賛同いただいた22組織から計226個のバザー用物品を提供
いただきました。
　くれ福祉まつり当日は、天候の影響で開催が危ぶまれましたが、約
1，200人の市民の皆さまが会場である呉ポートピアパークに来場され、
38，650円の売り上げとなりました。今後も主催者の意図に賛同し、継続して活動に取り組みます。

【大竹・廿日市地区労福協】「ふれあいイベント in 徳佐りんご組合」
　2024年11月23日㈯、41名の方に参加いただき、徳佐りんご組合の「な
かお園」で“リンゴ狩り”を体験しました。
　霧雨の中のりんご狩りではありましたが、天候のおかげで冷たく甘
いリンゴを収穫することが出来ました。
　リンゴ狩りが終わると、津和野まで足を延ばし、食べ歩きをしつつ、
歴史ある城下町の街並みを楽しむことが出来ました。

「なんでもボランティア活動：慰問活動 ＆ 歳末助け合いカンパ寄贈」
　2024年12月14日㈯大竹市特別養護老人ホーム「ゆうあいホーム」で

「慰問活動」を開催し、34名の方にご協力いただいて、“清掃ボランティ
ア”と“お餅つき”を行いました。
　清掃ボランティアでは、職員の方々の手が届かない、普段できない
清掃として、施設内の細かな掃除と、屋外地下倉庫の整理を行い、お
餅つきは文字通り入居者の方と掛け声を出し合いながら、目前にした
お正月の雰囲気づくりを共に楽しみました。
　また、11月に実施した大竹・廿日市地区「歳末助け合いカンパ」で
は332，739円のお金が集まり、慰問活動のタイミングに合わせて集まっ
たカンパ金を、品物に変えて施設に寄贈を行いました。
　「慰問活動」及び「歳末助け合いカンパ」に協力いただいた皆様ありが
とうございました。引き続き地区の活動にご協力よろしくお願いします。
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ろうきんからのお知らせ

中国ろうきん中国ろうきん
広島県推進委員会広島県推進委員会 女性役員（幹事）交流研修会を開催！女性役員（幹事）交流研修会を開催！

　2024年12月 7 日㈯ワークピア広島「 4 階・芙蓉」にて、広島県推進委員会から各営業店推進幹事会に要
請し、女性組合役員やろうきん女性職員など総勢60名の参加のもと盛大に交流研修会を開催しました。
　研修会は、京都大学大学院 人間・環境研究科研究員 佐藤泰子 様より「妖怪人間ベムは永遠に笑わな
い」～生きる意味は間（あわい）に～をテーマにご講演いただきました。

　講演のタイトルから興味深々の参加者は、スタートから佐藤先生の関西弁の軽快な語り口調に心をわし
づかみされ、抱腹絶倒、笑いあり涙ありの講演でした。
　参加者からは、『参加者を飽きさせない話し方で、楽しい研修でした。』『講演内容は大変深く感銘を受
けた。特に対面する問題に「向き合い」気持ちに「寄り添う」。仕事でも家庭でも大切だと思った。』『ま
た話を聴きたい』など高い評価を得る内容が寄せられ、本集会を成功裡に終了しました。
　そして、お帰りの際には、参加者のみなさんにむさしのお弁当と尾道・田村食品の芋けんぴをお持ち帰
りいただきました。休日開催となりましたが参加者のみなさま、ありがとうございました。

【広島県推進委員会三役＆善積本部長】 【佐藤講師による講演】

【参加者からの思い】【会場のみなさん】
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こくみん共済 coopからのお知らせ

2024年度　事務担当者研修会　開催報告
3424W008

　2025年 1 月22日㈬にオンライン形式にて
「2024年度事務担当者研修会」を開催し、106名
の方に参加をいただきました。
　冒頭、こくみん共済coopを代表して寺戸本部
長より挨拶をおこない、2025年は「中期経営政
策2022–2025 変革と創造」の最終年度に差しか
かること、「新しいたすけあい」の創造・実践か
ら生み出される事業成果を、組合員の幸せと社
会課題の解決につなげるため、昨年実施した住
まいる共済、今年 4 月に実施予定のマイカー共
済の商品改定を契機としたブランド価値を高め
ていくこと、その活動計画にもとづき、協力団
体の皆さまと連携した取り組みを実施していく
ことなど、本日の事務担当者研修会の開催目的
について紹介されました。

【事務担当者研修会　プログラム】
単元Ⅰ：「マイカー共済制度改定について」
単元Ⅱ：「団体生命共済質問表の見直しについて」
単元Ⅲ：「FP ユニオン Labo セミナー」

Ⅰ．「マイカー共済の制度改定について」
　「マイカー共済の制度改定」では、社会的な要
請を踏まえた自動車事故の被害者救済への対応
および昨今の自動車を取り巻く社会環境の変化
への対応など、2025年 4 月の改訂内容について、
説明をおこないました。

範囲が一部拡大すること、表現の修正や整理を
おこない、わかりやすい内容に変更されること
について、説明をおこないました。
Ⅲ．「FPユニオン Labo セミナー」
　「FP ユニオン Labo セミナー」では、～資産形
成の考え方と新団体年金共済の強みを知ろう～を
テーマに FP ユニオン Labo 植田一樹氏を講師に
お招きしました。昨今の物価上昇による家計負担
が増加していることから、分散投資の必要性や各
種資産形成の手段や相違点、新団体年金共済の活
用法について理解を深めていただきました。

＜マイカー共済制度改定について＞

Ⅱ．「団体生命共済質問表の見直しについて」
　「団体生命共済質問表の見直しについて」で
は、質問表に掲げる傷病の明確化により、加入

＜ FPユニオン Labo セミナー＞

【参加いただいた皆さまからの声（抜粋）】
Ⅰ．「マイカー共済の制度改定について」
⃝保障範囲の拡大や内容の拡充、サービスの向上は良い。
その分掛金の多少の上昇については致し方ないとも思う。
⃝見直しにより保障内容の選択肢が増えるため、組合
員からの質問に答えられるよう、よく理解しておく
必要がある。

Ⅱ．「団体生命共済質問表の見直しについて」
⃝曖昧な表現だと記入の際に悩む人が多いので、質問
表の表現が明確で記入しやすくなるのはとても良い。
⃝問い合わせや記入不備が減ることを期待したい。

Ⅲ．「FPユニオン Labo セミナー」
⃝積立による資産形成の重要さがよく理解できた。
⃝新団体年金共済の推進に活用できるポイントが学べた。
⃝投資信託に特化した内容ではなく、期間や目的による
使い分け、経済シナリオによる棲み分け、年齢別に応
じた資産形成手段の比較があり分かりやすかった。

⃝投資は怖いとかどう資産形成すれば良いか分からな
いという人に聞いてほしい内容だった。

Ⅳ．その他
　⃝ZOOM研修良かった。
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（一社）広島県労働会館からのお知らせ

SAKE祭りSAKE祭りSAKE祭り
みやび 春の

2025.3.25火
時間：18：30 ～ 20：30
場所：みやび　2階鳳凰の間
金額：7,000 円（税込）

限定 200 名　要予約
年に２回の大好評企画!!

日本酒・生ビール・焼酎・梅酒・
ウィスキー・ワイン・ソフトドリンク
盛りだくさんの美味しいお酒の
飲み放題と多彩なお料理をご用意!!

大満足の 2時間です。

大好評
抽選会開催
豪華景品を

ご用意しております！

当日はシャトルバスを運行いたします。
　迎え　福山駅南口　17：40 発
　　　　　　　　　　18：10 発
　送り　みやび　　　20：45 発
※定刻になりましたら出発いたします。
　予めご了承くださいませ。
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たすけあいから生まれた
保障の生協です。 

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、
組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資
金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

地震・台風・降雪 自然災害が増えている今、住まいる共済がパワーアップ！

WEB・
公式アプリから
手軽にお手続き
いただけます！

2024年4月リニューアル！

※風水害等共済金の場合

持ち家でも！賃貸でも！家財だけでも！

掛金は全国一律。
みんなの住宅と家財を守る保障

大きな被害でも安心

共済金の
支払い限度額の拡大※

小さな被害でも安心

10万円以下の損害も
保障対象に※

7724B001

公式キャラクター  ピットくん

広島推進本部
（広島県労働者共済生活協同組合）

街で噂の
牛すじ黒カレー

スパイシー
辛口

540円
（税込）

スパイシー辛口
1人前　200ｇ
レトルトカレー

〒721-8588
広島県福山市南蔵王町4丁目5番18号
TEL：084-925-3800　URL https://r-miyabi.or.jp/

ユニオントラベル広島
あなたの旅のコンシェルジュ
最大限の対策をしてお待ちしております !!

＜旅行部門＞
国内・海外旅行　バスレク（日帰り・宿泊）

組合イベント　周年行事の手配
宿泊研修・出張手配　家族・職場旅行

詳しい内容・ご相談はユニオントラベル広島まで、お気軽にお問合せください。

082-261-8131TEL
受付時間　9：00～19：00（日曜・祝日は 17：00 まで）

FAX　082-263-3489
E-mail　info@workpier.jp
URL　https://www.worKpier.jp

〒732-0825　広島市南区金屋町 1-17

事業部 事業部

【新型コロナウィルス対策について】◎定期的な換気の推奨（窓完備）　　　　　　　　　◎各会場はご利用毎に消毒
◎会場面積に対しての推奨定員をご提案します。　◎周囲との距離を十分にとったレイアウトをご提案します。

一般社団法人　広島県労働会館


